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交通網問題対策等調査特別委員会設置要綱 

 

１ 設置の目的 

  豊岡市の基幹交通網の整備をはじめ、市民生活の利便性等を高めるための

公共交通機関の諸課題等について調査を行うため、地方自治法第109条及び豊

岡市議会委員会条例第５条の規定に基づき、特別委員会を設置する。 

 

２ 委員会の名称      

    交通網問題対策等調査特別委員会 

 

３ 委員の定数 

    ８名 

 

４ 付議事件 

 ⑴ 北近畿豊岡自動車道、山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）、但馬

空港及び鉄道に関する調査研究等 

⑵ 路線バス等地域公共交通に関する調査研究等 

 

５ 委員会の設置期間     

    調査完了の時期まで 

 

６ 調査の経費     

    議会費の中で議長の定める額 

 

７ その他           

    設置期間中、議会の閉会中も継続調査できるものとする。 

 

 

＜別紙１＞ 



交通網問題対策等調査特別委員会重点調査事項 

2024.6.24 

 

１ 高規格道路に関する事項 

○ 北近畿豊岡自動車道の事業推進に関すること 

○ 山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）の事業推進に関すること 

 

２ 但馬空港に関する事項 

○ 空港の利用促進並びに支援体制に関すること 

○ 東京直行便の実現に向けた事業推進に関すること 

 

３ バス交通に関する事項 

○ 路線バス等公共交通の充実と利用促進に関すること 

〇 スクールバスに関すること 

 

４ 鉄道交通に関する事項 

○ 鉄道交通の維持・存続並びに利用促進に関すること 

 

５ 新たな交通サービスに関する事項 

○ 自家用有償旅客運送等に関すること 
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午前９時２４分開会 

○委員長（太田 智博） 皆さん、おはようございま

す。まだ定刻前ではございますが、皆さんおそろい

になられましたので、交通網問題対策等調査特別委

員会を始めたいというふうに思います。 

 委員長挨拶ということでございますが、近畿地方

も梅雨入りをしたということで、私も昨日、おとと

いと米子市のほうにちょっと用事がありまして、行

きましたけど、２日間ずっとの雨にやられておりま

して、どこの河川を見ても、かなり水が増えてきて

る状況ということを確認しました。この円山川のほ

うもちょっと水が増えたというふうな情報も聞い

ておりましたが、大きな災害にならずによかったの

かなというふうに思っております。 

 これから梅雨が長引くとも言われてますし、短い

とも言われておりますが、何が起きるか分かりませ

んので、しっかりと気を引き締めていきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いをしたいというふ

うに思います。 

 なお、本日、当局から、都市整備課、武中参事の

欠席についての申出がありましたので、許可をいた

しておりますので、ご了承を願いたいと思います。 

 それでは、３番、協議事項に入りたいと思います。 

 （１）委員会所管事項の現状についての協議に入

ります。 

 協議事項に入ります前に連絡をさせていただき

ます。委員会中の発言につきましては、必ず委員長

の指名を受けてから、マイクを使用し、発言の最初

に課名と名字をお願いいたします。 

 まず、（１）委員会所管事項についてを議題とい

たします。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、交通網問題対策等調査特別委員会２０２４.

０６.２４の中に配信しておりますので、資料をご

覧いただきたいというふうに思います。 

 それでは、経営企画課、建設課、都市整備課の順

で説明をお願いをしたいと思います。 

 市長公室経営企画課、よろしくお願いします。 

 真狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 経営企画課からは、

市民の移動の在り方の検討ということで上げてお

ります。４月からできました未来共創室においてこ

れに取り組んでおります。 

 ４月以降の進捗状況ですが、資料の２ページの下

のほう、赤字でありますように、市民の移動の在り

方について庁内での検討会議の開催としておりま

すが、これにつきましては、現在、各分野における

施策の状況、例えば教育ですとか、福祉ですとか、

そういった分野における状況を未来共創室におい

て、まず聞き取りをするなどをして整理をしており

ます。さらに、来月、７月７日の日には自分ごと化

会議が行われますけども、そこでの市民の意見も踏

まえ、第２四半期中には、少なくとも１回の庁内委

員会、庁内検討会議というのを行いたいというふう

には考えております。 

 ２つ目ですけども、竹野地域の交通再編に向けて

の意見交換会へ参加ということで、未来共創室とし

て、竹野地域での交通再編が、どのような意見が出

ているのかというようなことを直接、その会場に参

加させていただいて、聞いているというようなこと

にしております。 

 私からは以上です。 

○委員長（太田 智博） 都市整備部建設課、久田課

長、お願いします。 

○建設課長（久田  渉） ３ページをご覧ください。

北近畿豊岡自動車道の事業促進についてですが、前

回、４月１１日の事務概要の説明から進捗状況とし

ましては、特段記載内容等の追記など等の進展はご

ざいません。秋の開通式に向けまして、今、鋭意国

土交通省に頑張っていただいているところですし、

先日、６月の１８日には、開通イベントに向けての

実行委員会が開催されております。ウオーキングの

イベントなど、開催内容についての議論を開始され

たところです。 

 ２番目の豊岡道路Ⅱ期の用地買収の状況につい

て、現在の状況を報告させていただきます。既に戸

牧地区、岩井地区、宮井地区につきましては、契約

率９３％程度となっております。今年度より、栃江
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地区にも用地交渉に向かっているところです。用地

補償の対象者の方に、用地の買収面積や物件の保障

内容など、いわゆる土地調書の確認をいただいてお

ります。現在、国土交通省が補償費の算定を行って

おり、算定ができ次第、契約に係る再度の用地交渉

に向かう予定となっております。 

 また、前回も触れましたが、８月３日開催予定の

北近畿豊岡自動車道、山陰近畿自動車道の早期実現

促進大会や開通日等は未定ではございますが、北近

畿豊岡自動車道開通式や祝賀会、開通記念イベント

の開催など、議員の皆様にも適宜ご案内をさせてい

ただきますので、ご協力のほど、よろしくお願いを

いたします。 

 ４ページです。山陰近畿自動車道の事業促進につ

いてですが、こちらにつきましても、前回、４月か

らの進捗としましては、特段進展はございませんが、

変更になった点が１点あります。今年度、兵庫県が

竹野道路の起工式を行うこととなっておりました

が、北近畿豊岡自動車道の開通式や記念イベントの

開催に加え、来年３月の予定となっております城崎

大橋の関係など、いわゆるめでたいイベントが続く

ということがありまして、城崎道路の起工式は今年

度から来年度に見送りを、延期をさせていただいて、

分散させるほうが地元の機運を高めるというよう

なことには効果的であるとの判断をされたところ

です。 

 また、仮設工事ということで、この事務概要には

記載をしておりませんが、今年度、一部、竹野道路

の一部で仮設道路の工事が発注される予定となっ

ております。工事の箇所は、伊賀谷と、それから竹

野町の林、トンネル工事に先立つ明かり部、いわゆ

る仮設盛土の工事を一部で発注されるということ

です。 

 ５ページには、山陰近畿自動車道、北近畿豊岡自

動車道の整備状況の図面を添付してございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（太田 智博） はい、ありがとうございま

した。 

 建設課、久田課長。 

○建設課長（久田  渉） すみません、城崎ではな

く、竹野道路の起工式です。 

○委員長（太田 智博） 都市整備課、堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 都市整備課からは、

４月からの進捗状況について説明させていただき

ます。 

 まず、６ページをご覧ください。空港の利用促進

と利便性の向上についてです。 

 大項目１つ目の運賃助成や小学校社会見学事業

による利用促進につきましては、５つ上げていまし

て、航空運賃助成事業につきましては、９８５件、

小学生飛行機体験搭乗事業は、昨年度からの引き続

きの事業となりますが、４月以降の分で６件、小学

校社会見学事業は、２校で２９件、２０２３年度、

中学・高校・大学無料キャンペーンが１０７件、そ

の他の助成として２件の利用促進事業を実施して

おり、５月末現在での合計で１，１８０件となって

おります。 

 今年度の但馬－伊丹便の利用率につきましては、

４月は４１．７％、５月は４３．３％と、２か月連

続で利用率が５０％を下回っており、昨年４月、５

月の平均利用率５４．７％を大きく下回っておりま

す。利用率低迷の原因としましては、運賃の上昇に

伴う影響が一部あり得ると考えられておりました

が、６月２０日からは、昨年並みの運賃に改定され

ていることから、今後の利用率の増加に期待してい

るところです。 

 次に、大項目２つ目の但馬空港開港３０周年記念

事業や大阪・関西万博に向けた取組の実施について

です。まず、３０周年記念事業、小・中・高・大学

無料キャンペーンにつきましては、５月末までで５

１件の利用助成を実施しております。 

 （２）、（３）につきましては、但馬空港開港３

０周年記念ロゴを作成するとともに、３０周年記念

タペストリーの製作と空港への掲示を５月１６日

から実施しております。 

 （４）ＪＡＬサマーキャンプの誘致につきまして

は、現在、日本航空株式会社と実施に向けた協議を

行っているところです。 
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 次に、大項目３つ目の関係機関・団体と連携した

東京直行便開設への取組の実施では、例年の取組と

なりますが、７月５日に鹿児島県のＪＡＣ及び東京

都のＪＡＬへの要望会を実施する予定にしており

ます。 

 大項目４つ目の他団体や航空会社と連携したＰ

Ｒ活動、利用促進策の実施につきましては、ＪＡＬ

コウノトリフォトコンテストを５月１日から８月

３１日の期間で実施しており、５月末日時点で２４

件の応募がありました。表彰式につきましては、１

０月１９日に開催の空の日イベントに併せて実施

する予定にしております。 

 次に、７ページをご覧ください。ＪＡＬホームペ

ージ「Ｏｎ Ｔｒｉｐ ＪＡＬ」を活用したＰＲ活

動を日本航空株式会社と共同で実施します。内容と

しましては、但馬路線利用者に市内で使えるクーポ

ンを期間限定で配付することとしております。クー

ポンの内容はご覧のとおりです。 

 次に、８ページをご覧ください。バス交通の充実

と利用促進についてです。こちらにつきましても、

４月以降の進捗状況について説明させていただき

ます。 

 大項目１つ目の使用バス路線の維持を図るため、

国、県と協調した運行補助等の実施につきましては、

例年のことではありますが、記載のとおり、各路線

及び車両購入に係る国、県、市ごとの補助金申請事

務を進めているところです。 

 大項目２つ目の地域の実情に応じた交通体系と

ネットワークの構築につきましては、竹野地域交通

再編に向けた意見交換会を区長会及びコミュニテ

ィの役員を対象に４月から５月にかけて実施して

おります。 

 次のイには、竹野南地区新交通モード実証運行の

実施について記載しています。５月末までの利用者

は延べ１８５人となっております。ただし、あくま

で実証実験であり、今後も引き続き地元の方とも協

議を重ね、竹野地域の交通再編に合わせて、最終的

な交通モードを決定したいと考えています。 

 次に、ウ、高橋地区通学おでかけ支援施策検討会

への参画についてです。９ページをご覧ください。

こちらは、地域ができる通学、お出かけ施策を考え

る、但東・高橋地区コミュニティ開催の検討会に参

画しているものです。 

 大項目３つ目の市街地循環バス、コバス、市営バ

ス、イナカー、地域主体交通、チクタクの適切な運

行及び運行支援についてです。例年の取組でありま

すが、コバスにつきましては、北ルート、南ルート、

エクスプレス便を運行しております。イナカーにつ

きましては、気比三原線、赤石線、竹野海岸線、三

方線、八代線、河野辺線の６路線で運行しておりま

す。チクタクにつきましては、奥山、資母、ひぼこ、

合橋の４区域で運行しております。 

 次に、大項目４つ目の運行事業者、地域と協働し

たモビリティー・マネジメント及びバス利用の機運

醸成を図るイベントなどの実施につきましては、４

項目上げています。 

 まず、アの市職員の市内移動及び但馬管内等への

出張に係る公共交通利用につきましては、延べ７１

人の利用がありました。 

 次のイのノーマイカーデーの実施についてです。

販売枚数は、第２水曜日で２０２枚、第４金曜日で

１０３枚の計３０５枚となっております。今後も引

き続き幅広く周知していきたいと考えています。 

 次のウ、高校生通学バス定期券購入補助事業につ

いてですが、公共交通の利用促進と定住促進を目的

として、市内在住の高校生等が通学に係る定期券を

購入する場合、その一部を補助する制度です。補助

金の額は、定期券の購入金額が１か月当たり１万５，

０００円を超える場合に、その超える全額としてお

ります。この補助事業のうち事前申請については、

７月１日からオンライン申請の受付を開始するこ

とにしています。 

 次のエ、トライやる・ウイークにおけるバス利用

についてです。昨年度開催したＪＲ山陰本線利用促

進策創出ワークショップにて創出された利用促進

策に基づき実施したもので、路線バスで６１人、市

営バス「イナカー」で８人、計６９人の利用があり

ました。 
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 次に、１０ページをご覧ください。最後に鉄道交

通の利用促進についてです。こちらにつきましても、

４月以降の進捗状況について説明させていただき

ます。 

 大項目１つ目のＪＲ山陰本線の維持存続に向け

た取組の実施の（１）維持存続に向けた機運醸成と

利用促進策の実施についてです。 

 まず、アの乗って守ろう！竹野駅ペイの実施です。

こちらも昨年度開催されたＪＲ山陰本線利用促進

策創出ワークショップで発案された取組で、昨年度

に引き続き実施するものです。切符購入金額に対し

て、その約２割をクーポン券で配付するものです。

５月末の発行枚数は８，４８０枚、利用枚数は２，

０７５枚となっております。 

 次に、イの「『駅メモ！＆アワメモ！』で行こう！

兵庫県但馬キャンペーンひょうこと巡る山陰線・播

但線の旅」キャンペーンの実施についてです。１１

ページをご覧ください。こちらにつきましては、但

馬地域鉄道利便性向上対策協議会による普及啓発

として実施した事業を記載しております。 

 次のウ、トライやる・ウイークにおける鉄道利用

についてです。先ほどバス交通でも説明しましたが、

ＪＲ山陰本線利用促進策創出ワークショップにて

創出された利用促進策に基づき実施したもので、鉄

道につきましては２４人の利用がありました。 

 次のエ、一般社団法人たけの観光協会への竹野駅

乗車券類等簡易委託販売業務の委託については、例

年の事業ですが、先ほどの乗って守ろう！竹野駅ペ

イの影響もあり、４月、５月の乗車券類の販売額に

つきましては、昨年に比べて大幅に増加しておりま

す。 

 次に、オの協議会等での協議の状況については記

載のとおりです。 

 最後に、大項目２つ目の京都丹後鉄道の運行支援

の（１）の沿線自治体と連携した利用促進策の実施

につきましては、京都丹後鉄道利用促進協議会事業

の推進を図っております。 

 （２）施設整備、運営に係る支援及び（３）京都

丹後鉄道踏切対策協議につきましては記載のとお

りです。 

 都市整備課からの説明は以上です。 

○委員長（太田 智博） 説明は終わりました。 

 質疑、意見等はありませんでしょうか。 

 どうぞ、清水委員。 

○委員（清水  寛） １点お聞かせください。 

 先ほど、どこだ、都市整備課のほうで、空港の利

用促進の関係でずっと現在の状況をお知らせいた

だいたんですけれども、その中で、単位が何件、何

件ということで、件でお知らせいただいたんですけ

ども、そういう意味では、この件というのが人数な

のか、事業数なのか、何かすごく分かりにくいなと

思ったんで、その点、もう一度教えてもらってよろ

しいですか。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 件につきましては、

往復される方でしたら、１人で２件になるので、人

って言わずに往復ですと２件、そういうことがある

ので件という言い方にしております。 

○委員長（太田 智博） どうぞ、清水委員。 

○委員（清水  寛） はい、すみません。そうしま

したら、人数で見ると延べ人数というふうにこれは

見たらいいということですかね。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） おっしゃるとおりで

す。延べ人数のことになります。 

○委員長（太田 智博） ほかございませんか。 

 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） はい、すみません。北近と山

陰近畿なんですけども、何度か質問出てると思うん

ですけども、トイレと、もしくは道の駅の関係の計

画っていうのは今、どのような。 

○委員長（太田 智博） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 開通後の交通量も見なが

らというふうなことになると思うんですけども、先

ほど申しました実行委員会の中でも質問が出まし

て、国交省の所長からは、今のところ、設置する予

定はない。しかし、今後の課題として、本線上にあ

るのはまほろばまでしかないので、八鹿の但馬蔵は
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一旦降りなければいけないということからすると、

この辺りに、地元のほうとしても、そういったもの

が欲しいというような意見もありましたし、所長か

らも、今のところはないんですけども、開通したら、

交通量も見ながらといった発言がございました。現

状としてはそういった状況です。 

○委員長（太田 智博） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 播但線でいえば、朝来からな

いわけで、相当長い距離になるんで、本当に１か所、

トイレだけでも、トイレと自動販売機だけでも何か

できないかなって、たくさんの方からそういって聞

いてるので、ぜひとも前向きに検討いただければと

思います。 

○委員長（太田 智博） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 新堂のとこにあるトイレ

を若干、拡幅、整備をし直すということの意見はご

ざいましたので、前向きに、今後もそういったこと

を検討課題として取り組んでいきたいと思います。

以上です。 

○委員長（太田 智博） ほかございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ６月の一般質問で、全但バス

の路線減便のことを聞いた際にね、減便の一覧表が

交通網のフォルダーにもありますけど、但馬空港の

路線が、これ２便あったのが２便減となっとるよう

に見えるんですけど、ここ、あのときはちょっと、

本会議ではそんな、ちょっと飛ばしましたけど、こ

こ、どういうことなんでしょう、分かりませんか。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 但馬空港に向かう路

線というのが、城崎温泉駅を出発する便と梶原の営

業所から出発する便がありまして、記載してる廃止

になった２便というのが、梶原の営業所から豊岡駅

を通って但馬空港に行く、昼に走ってた便なんです

けど、それが、２便が減便になったということで、

ちょっと分かりにくくて申し訳なかったとは思い

ます。以上です。 

○委員長（太田 智博） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） だったら、まあ、ここの一覧

表でいえば、この梶原からの但馬空港線いうのは廃

線って考えたらええんですかね。その路線が、今回

の４月の改正では便数が減る、減便だけで廃線はな

かったって認識ですけど、これ、ここにある但馬空

港線がゼロになったいうことは、この路線としては

廃線ということになるんですかね、どうでしょうか。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 廃線という、また復

活する可能性もゼロではないので、減便ということ

で聞いております。 

○委員長（太田 智博） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） はい、分かりました。 

 そしたら、今日の説明のとこですけど、最初に、

未来共創室か、最初、説明されたとこですけど、説

明会に参加してるんだっていう話でした。意見交換

会に同行して、直接市民の意見などを聞いてるって

いうことですけど、それは８ページにあるような、

地区区長会だとかね、そういったものなのかなと思

うんですけど、実際にバスを使われてる人の話が、

これも本会議で言うたんですけど、そういう人の話

も聞けてるんかどうか、お聞きしたいです。 

 それから、８ページの高橋地区のこの、８ページ

にある高橋地区通学おでかけ支援施策検討会いう

のが、今まであんまり聞いてなかった、あったかも

しれないですけど、もうちょっと詳しく教えてほし

いです。その２点です。 

○委員長（太田 智博） １点目はどちらのほうに質

問。 

○委員（須山 泰一） １点目は経営企画課のほうに。 

○委員長（太田 智博） 真狩課長、お願いします。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 参加、同行している

意見交換会といいますのは、都市整備課のほうのこ

の８ページに書いてあります竹野地区の意見交換

会、そちらのほうに参加しているということです。

以上です。 

○委員長（太田 智博） 高橋地区、堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 高橋地区の通学おで

かけ支援施策検討会なんですけども、これ、高橋地

区のコミュニティが主催されてまして、地域でどん



 6 

なことができるのかっていうようなことを地域が

主体となって考え、検討されてる会で、それに都市

整備課の職員がメンバーとして参画してる、そうい

うことでございます。 

○委員長（太田 智博） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そしたら、今、経営企画課に

答えていただいた竹野の意見交換会のことですけ

ど、実際利用されている方の声がどの程度聞けてる

か、教えていただきたいのと、高橋地区のは分かり

ました。そうですね、実際、竹野で利用されてる方

の声が聞けてるか、お聞きしたいです。というのも、

路線バスとイナカーが、なくす方向で、もう竹野全

域、チクタクにするという方向やということを本会

議で、米田さんの質問でもそう答えられてたと思う

んですけど、それで、本当に竹野の人らがええんか

なというのが僕としてはやはり疑念があります。地

元の人らがそれで納得されてるんかなと、これから

のことなんか、その辺り、お聞きしたいです。 

○委員長（太田 智博） どっちに。 

○委員（須山 泰一） 向こう、向こう、もうこっち

の説明会だっていうことなんで。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 直接乗られてる方の

意見としましては、竹野南地区ののりあい・みなみ、

実証実験でしてるんですけども、そこの実際に乗ら

れてる方の意見は聞いております。以上です。 

○委員（須山 泰一） どういう意見が……。 

○委員長（太田 智博） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） どういう意見があるか教えて

ほしいのと。それから、竹野に関しては、このア、

イ、ウとあって、ウが高橋ですけど、イの実証実験

で５月までにたしか１８５名って言われたと思う

んですけど、それは昨年までと同じ実証実験やっと

うけど、この４月、５月の数の話ですかね。この１

８５人って言われたのは、５月末まで１８５名いう

のは、４月から新しい実証実験になったんでしたか、

そこら辺、教えていただければ。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 昨年度と全く同じ実

証実験をしておりまして、４月、５月の延べの人数

になります。 

○委員長（太田 智博） いいですか。 

○委員（須山 泰一） もう一つ聞いたんで。 

 いや、もう一つ聞いてないんかな、意見交換会の

中身、どんな声だったか。 

○委員長（太田 智博） 意見交換会の中身を。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） すみません。 

○委員長（太田 智博） はい。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） お話の中でちょっと

印象だったのが、これからもモードは、どんなモー

ドでもいいんだけども、乗れるようなものは残して

ほしいということや、ドライバーがプロであっても、

別に地元の方でも、あまりそういうことは気にしな

いと、そういった意見はありました。以上です。 

○委員長（太田 智博） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） １つ目、実証実験のほうは、

二月で１８５いうことは、まあ、一月は九十数名で

すね。これが、本会議でも言ったように、２年前、

イナカーがあったときは、一月でも３００人近い利

用があったんですよ。それが、定期便がなかったこ

とで、もう一月の利用がこの９０人ぐらいにね、竹

野南ではなってると思うんですよ。竹野全域、チク

タクにしたら、もうますますね、前日に予約が必要

だとかいうことになると、ますますもう、もう本当

に必要な人しか利用できないというか、もう全くバ

スが空白地、一旦空白地にするなんていう話もあっ

たけど、それでええんかなと。 

 神戸新聞のこの前、５月１６日では丹波市のこと

が出とって、バス利用がＶ字回復だいって出てんで

す。この２０年、２０２０年から２０２３年の３年

間で乗客数が約２．７倍に伸びたと、２０２０年か

ら底がそこですけど、そこから８万２，０００人増

えたと。減便や路線廃止を防ごうと、丹波市とバス

事業者が２０１９年度から通学定期の購入補助や

ルートの見直しなどを始め、朝夕の中高生らの需要

を掘り起こしたと。具体的には、市が創設した通学

定期の購入補助を市内の高校生は１か月のバス料

金の自己負担上限を１万円にしたと、沿線で暮らす
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生徒を中心にこの３年間で延べ４万人の乗客が増

えたと。近年、相次ぐ小・中学校の統廃合、徒歩通

学ができなくなった生徒が増えたことで、バスを使

うことが増えてると。そうですね、こういうのがあ

って、ご存じだ思いますけど、こういうのを見て、

どう思われますか。こういうのを豊岡でも、こうい

う抜本的な方向、改革、需要に対して、移動需要に、

今ある移動需要にどう応えるかだけじゃなくてね、

それだったら、もうどんどんと減っていくし、路線

も減っていくし、そしたら需要も減っていくし、ま

たバスも減っていくという、ある意味悪循環だと思

うんですよ、竹野の事例も。僕は、こういう抜本的

な改革をね、本来、もうそういうふうな、もう全体

の見直しをするって方向だったと思うんでね、今。

この機にこういうもう抜本的な改革の方向を考え

てほしいと思うんですよ。どうでしょうかね。 

○委員長（太田 智博） ある程度、地域からもこう

いうニーズが。いいっていう意見もある中での、な

ら答弁を。 

 冨森部長。 

○都市整備部長（冨森 靖彦） その新聞も私も見さ

せていただきました。Ｖ字回復ということで、取り

組まれたことはいい方向にいってるんだなという

ふうに思ってます。 

 豊岡市についても、既に過去からいろんな取組を

やってきておりまして、丹波でやっとるようなバス

の通学補助なんかもやってますんで、そのいろんな

方策をやっとる中で、今、こういう状況になってま

すんで、竹野については、本会議でも言いましたけ

ど、実際の利用者が物すごう減っとる、人口減少っ

ていうのもあるかと思いますけど、減ってるという

のは、やっぱり使いにくいからということがあると

思いますんで、その辺りもしっかり地元に入って、

いろんな意見を聞きながら、みんながどの時点で折

り合えるかっていうのを今、探ってるというような

状況ですので、本会議でも言いましたように、一旦

真っさらにし、空白にしてしまって、そして、新た

な、もっとこうしたほうがいいんじゃないかという

意見も出てくると思いますので、そういうことも含

めて、みんなで考えていこうっていうのが今の状況

ですので、今後、しっかり地元にも入っていって、

みんなが納得性、納得感が得られるような方策、折

り合えるような方策っていうのを探っていきたい

というふうに思ってます。以上です。 

○委員長（太田 智博） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 本会議でも少し触れさ

せていただきましたけども、例えば公共交通は都市

整備課がやります。福祉輸送は福祉がやります。通

学バスは教育がやりますということでこれまでや

ってきました。それぞれの分野では、どういったや

り方がいいのかっていうことを一生懸命考えてや

ってきたんですけれども、それぞれがもう限界に来

ているので、それぞれ個別輸送は無理だろうと。な

ので、そういうところをリセットして、市全体とし

てどういう公共交通体系がいいのかっていうこと

を検討する。そのために未来共創室ができたわけで

すけども。ちょっと不確かなんですけども、恐らく

竹野南のイナカーの利用者数が減ったのは、小学校

の統合でそれまでイナカーに乗っていた子供たち

が通学バスに振られたのではないですか。 

○委員（須山 泰一） そういうことはない。 

○市長公室長（谷口 雄彦） ではないですか。 

○委員（須山 泰一） ではない、はい。 

○市長公室長（谷口 雄彦） ということもあったり、

逆に丹波のほうは、統合で遠くなった子供たちを路

線バスに乗せてるんですね。その路線バスからする

と、定期バスからすると、通学する児童生徒の数っ

ていうのは相当なウエートを占めるんで、それがあ

るなしでは、相当その路線の成績に関わってくると

いうことがあるので、通学バスは通学の専用バスと

して運行するのが本当にいいのかっていうとこも

含めて、今後議論していく必要があるんだというふ

うに考えてます。 

○委員長（太田 智博） よろしいですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 竹野は、僕もそこは、スクー

ルバスの、子供の学校通学の人数も含めた数なのか

どうかいうのは調べてね、それだと、月２７０人じ
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ゃないんですね、もっと多かったです。それ引いた

数で、１回、都市整備課に資料を頂いて、去年だっ

た、１年半ほど前に、それを計算したら、何せ床瀬

と三原、２路線あって、毎日、３往復あったんです

よ、どっちも、１便１人弱だったとしても。それで、

定期便が毎日、合わせたら６往復あったんで、それ

があったんで、そんだけの数がその当時は乗ってた

ということです、子供以外のね。それがなくなって、

もうこの今の実証実験、予約制ですよね、だから、

こんだけ現状、減ってるっていうことですので。 

 確かに、さっきの空港の話じゃないけど、高橋地

区なんかは、一番多くの久畑か、あそこを高校生が

何人か利用しとるいうだけで、３人利用しとったら、

１日２回使うで６で、一月２０日使ったら、それだ

けで１２０という実績があって、通学で使えば、も

う数が一気にぐっと伸びるという、そういう計算の

仕方が、本当、学生が数人乗るだけで一気にその路

線の成績がようなるっていうような、ちょっとそう

いうとこがあるんです、確かに。 

 言われてたのは、前回聞いたその全体最適みたい

な、今日も書いてあったけど、まあ、それは大事な

ことだと思うんですけどね。さっきのちょっと、読

んだかもしれんけど、神戸新聞の中で言えば、この

保護者の送迎をバスに切り替えた中高生が丹波で

は多いと。豊岡でもこの保護者の送迎というのがも

う当たり前になっとって、これがかなりの、保護者

としても負担だし、これがバスに替われば、本当に

うれしい方もたくさんあるんじゃないかっていう、

こういうことを、定期の上限を１万５，０００円を

１万円に変えることでそれがいくのか、そうではな

いかもしれないですね。何とかそういうことをね。

今、下手したら、小学校の統合で、小学校からもう

保護者の送迎が要ると。そうしたら、もう中学、高

校まで、もう何年だ、６、３、３とずっと保護者の

送迎が要るというような事態も出てきてるわけで、

丹波市でできるんだったら、豊岡でもできるんじゃ

ないかということで、まあ、ぜひ検討してみていた

だいて……。 

○委員長（太田 智博） 新聞の内容もよくご存じな

ので、そこをしっかり検討してもらういうことで。 

○委員（須山 泰一） 検討してほしいと。 

○委員長（太田 智博） ちょっと時間がもうござい

ませんので……。 

○委員（須山 泰一） そんな時間が惜しいのかな。 

○委員長（太田 智博） いや、ありますけど、須山

委員ばっかりの質問じゃないんで、皆さん意見……。 

○委員（須山 泰一） 僕もこれで終わろうと思って

ました。 

○委員長（太田 智博） お願いします、はい。もう

十分ご存じな内容ですもんで。 

○委員（須山 泰一） 委員長、ちゃんと言ってくだ

さいね、検討してもらえるように。 

○委員長（太田 智博） はい、分かりました。 

 ほかございませんか。（「いいですか」と呼ぶ者

あり） 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ちょっと２点ほどお伺いしま

す。 

 但馬空港の３０周年の記念事業の小・中・高・大

学無料キャンペーンの内容をもうちょっとだけ詳

しく教えてもらえますかね。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 学校を通して、無料

のクーポン券と言ったら言い方が変か分かりませ

ん、ちょっとしたものをお配りしてて、それを使っ

て助成していただくことを、無料で往復使えるって

いうものなんですけども。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） これはどう、クーポン券、小・

中・高・大、豊岡の小・中・高・大学生にこのクー

ポン券を配付するということですか。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） そうです。豊岡市内

の小・中・高、大学ですと、どういったらいいかな、

連絡があれば、お送りするみたいなことになるんで

すけども、出身者でも使えるっていうものになって

ます。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 
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○委員（荒木慎大郎） これ５１枚、そのクーポン券

を配付するっていうことですかね。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） ５１の数字につきま

しては、４月、５月で申請があった件数になります。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 分かりました。ちょっと人数

とあれの件があったので、どうなのかなっていう確

認だけでした。 

 もう１点、経営企画課のほうの自分ごと化会議の

ことなんですけど、今、オンラインで意見集約され

てると思うんですけど、どれぐらい今、意見が集ま

ってるのか、ちょっとお聞きしてもいいですか。 

○委員長（太田 智博） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 今、実数は把握はして

ませんけれども、当初、オンラインで意見を求めて

るということすら知られてなかったので、そこはこ

っちからプッシュ、ちゃんとお知らせしなさいとい

う指示をして、ＬＩＮＥなんかで今、お知らせをさ

せていただいて、意見集約をしてるところですけど

も、そんなに多くは集まってないと思う。ちょっと

今、実数は分かりません。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 分かりました。 

 自分ごと化会議ということで、どれだけ多くの市

民を巻き込めるかがすごく問題なのかな、課題なの

かなと思ってて、僕もちょっと一般質問でも前回、

３月させてもらったんですけど、この交通の問題っ

ていうテーマは知らなかったので、ちょっとそこで

また聞きたいんですけど、この自分ごと化会議のゴ

ールというかというのがこの１年で、もちろん途中

の段階もあると思うんですけど、何かそういったと

ころ考えておられるところあれば。 

○委員長（太田 智博） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 自分ごと化会議ってい

うのが、特徴として、例えば指名された人が委員で

出てくるとか、思いがある人が出てくるということ

じゃなくて、とか、利用されてる人だけが出てくる

ではなくて、いろんな、多様な立場の市民が出てき

ていただいて、言えば、ミニ豊岡市的な構成になる

んだと思ってます。そういった方々がそれぞれの立

場を超えて、同じ情報で同じ理解をする中で、じゃ

あ、どういったものがいいんだろうという議論をし

てもらうってのがすごく大事で、そこが１つ目の大

事なところなんですけども、それで、自分の意見は

ありながら、皆さんの意見を聞いて、１つの意見に

まとめていく。こういった方向がいいんじゃないか

という提言をいただくようなところをイメージを

しています。それを採用するかどうかはまた別の話

ですけども、そのプロセスと合意をした提言をまと

めていただくようなことを一つのゴールとしてイ

メージしています。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ということは、事業、何かそ

こで意見が出たことを、まあ、よかったら事業化で

きるけど、特にこう、何ていうかな、事業化できそ

うでなければ、もうそれは議論をしたでゴールにな

るっていうことで間違いないですかね。 

○委員長（太田 智博） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） そうですね。出てきた

ものをそのまま採用するかどうかっていうのはま

た別問題で、少し形を変えるかもしれませんし、採

用できないかもしれませんけども、そのプロセスの

中で、こういった方々、こういった意見があったっ

ていうことは市としての財産にはなるというふう

に思ってます。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 多分、必ずしも絶対事業化で

きるいい意見が出てくるとは限らないとは思って

るので、それはすごく分かってるんで、そこを、い

かにプロセスを大事にするかのほうが大事かなと

思っているので、進捗とか、自分ごと化会議がどう

進んでますかっていうのをどうやって市民に報告

するのかって、今、それを今、現時点でどう考えて

るのかだけを最後お聞かせください。 

○委員長（太田 智博） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） まず一つ、ちょっと不

確かですけども、ユーチューブで生放送をするとい
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うようなことであったり、アーカイブで撮って、後

からでも確認できるってことでもあったりします。

基本的には全てをオープンにして、公開できるよう

なスタンスでやっていきたいと思っています。 

○委員（荒木慎大郎） すみません、もう１点だけ、

最後、自分ごと化会議でこういった意見集約があり

ましたよだったりは、何かで報告はされる考えです

かね。 

○委員長（太田 智博） 谷口室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） 今、特別時間を設けて、

結果だけをご報告するという機会は想定をしてお

りませんけども、当然、何らかの形で皆さんがその

情報にアクセスできるようにはしたいと思ってま

す。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 多分参加された市民の方が、

結局、参加したけど、これどうなったんだっていう

のをすごい多分言われると思うので、そこの意見の

取扱いだけはしっかりやってください。 

○委員長（太田 智博） ほかございませんか。 

 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 先ほど大学生の話が

ありましたけども、ちょっと間違えてまして、市外

に在住の方は対象外になります。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） じゃあ、住民票がこっちにあ

れば、対象にはなるってことですかね。 

○委員長（太田 智博） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 市外の学校に在学す

る児童、学生は助成対象外ということです。 

○委員（荒木慎大郎） なるほど、はい。 

○委員長（太田 智博） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 分かりました。 

○委員長（太田 智博） ほかはございませんか。あ

りませんか。 

 ほか特にないようですが、以上で委員会所管事項

の現状については終わりますが、この際、当局側か

ら何かございませんでしょうか。（「ないです」と

呼ぶ者あり） 

 ないようですので、当局の職員の方々は退席をい

ただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ５分間、休憩をさせていただきます。再開を１０

時１５分。 

午前１０時０９分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１４分再開 

○委員長（太田 智博） おそろいでございますので、

委員会を再開したいと思います。 

 次に、（２）委員会の運営方針についてです。 

 前回までの委員会で決定した委員会重点調査事

項をＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の本日のフォルダーの

次第等の資料４ページに配信しております。重点調

査事項について確認をしていただいて、ご意見があ

りましたら、ご意見をいただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（太田 智博） 特によろしいですか。 

 特に意見がないようですので、当委員会の重点調

査事項は現行のとおりとし、変更しないことにした

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（太田 智博） 異議ないようですので、そ

のよう決定しました。 

 それでは、次回の委員会で特に調査を進めていき

たい項目があれば、協議をしたいと思いますが、多

分この場ではなかなか出ないと思いますので……

（「１点」と呼ぶ者あり） 

 どうぞ、須山委員。 

○委員（須山 泰一） 次回委員会で協議したいこと。 

○委員長（太田 智博） はい、そうですね。 

○委員（須山 泰一） 実は僕、６月議会の前に、個

人的に豊岡市の運転免許の返納状況いうのを調べ

たかったけど、短期間ではちょっと分からんくて、

そういうのん、当局で調べてほしいんやけど、どう

思います、どうでしょう。（「いいんじゃないです

か」「同感でございます」と呼ぶ者あり）警察に聞

いたりせなあかんと思うんよね。 

○委員長（太田 智博） 返納状況とあれは何、クー
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ポンなんかな。（「もらえる」「たしか」「そうそ

うそう」と呼ぶ者あり）そんなんの活用状況みたい

なんも。 

○委員（須山 泰一） ああ、いいですね。 

○委員長（太田 智博） 分かればいいですね。 

○委員（清水 寛） かえってひょっとしたら、うま

いこと連動してないかもしれない。返納はしとるけ

ども、そっちの情報は。 

○委員（須山 泰一） まあ、そうですよね。 

○委員長（太田 智博） もし分かれば、そういうク

ーポンの状況も。 

○委員（須山 泰一） まあ、分かれば。 

○委員長（太田 智博） 分かって、どういうふうに

使ってるかっていうのもええんかも分からんね。意

外と公共交通使ってないとかね、その家に眠ってし

まってるとか。 

○委員（芹澤 正志） いや、返納せずに、更新だけ

しないみたいな人もおって、そしたら、利用促進に

つながっていかない。 

○委員長（太田 智博） 確かに。 

○委員（芹澤 正志） 免許証持っていたいんだけど、

パンチで穴空けられるんで、それをもう失効したま

ま持っとくっていう人がおるんです、そしたら、何

ももらえないんですよ。 

○委員（清水 寛） そうですね。 

○委員（芹澤 正志） そういうのをちょっと調べて

ほしい。 

○委員長（太田 智博） まあ、そうやな。須山委員

のほうから免許証の返納状況ですか、状況でいいで

すかね。 

○委員（須山 泰一） そうだけど、都市整備では分

からへんねんな。多分１階の生活何とか課。（「生

活環境課」と呼ぶ者あり）環境課か、あそこが少し

免許返納に関しては関わっとる程度で、あそこも警

察に行かんと分からんってなってる。 

○委員長（太田 智博） いや、だから、どこまで分

かるかは別として、取りあえず、次回の項目の中に

取り上げていただきたい事項としては、免許証の返

納状況でいいですか、須山委員。 

○委員（須山 泰一） うん、その付け足しでいろい

ろあってももちろんええですよ。 

○委員長（太田 智博） クーポンやね、その利用状

況なんかも分かれば、そこも含めて次回、９月の委

員会になりますが、よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） 調べていただけたらありがた

いです。 

○委員長（太田 智博） 皆さん、よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（太田 智博） そのような内容で少し進め

させていただけたらというふうに思いますので、ほ

か、ほかはないんですかね。 

○委員（荒木慎大郎） 自分ごと化会議が第１回と第

２回について、第２回目が９月に終わるので、それ

の報告をしてほしいなと思うんですけど。 

○委員長（太田 智博） でしたら、取りあえず、免

許証の返納は新たな項目なので、それは追加します

けど、今日以降のまた各事業概要の進捗状況という

部分で説明してもらうという、全体ね、この自分ご

と化会議だけではなくって、全ての進捗状況をまた

説明をしてもらうという内容でよろしい、よろしい

ですかね。それだったら、自分ごと化会議の話も出

てくると思うんで。 

○委員（荒木慎大郎） はい、分かりました。 

○委員長（太田 智博） 特になければ、今の内容を

含めて、今後、当局側のほうに投げまして、進めて

いきたいと思いますので、またよろしくお願いをし

たいと思います。 

 次に、（３）番に移ります。管外行政視察につい

てでございます。 

 もう既にお知らせをしてますように、７月の１７、

水曜日、１８、木曜日、１泊２日で管外行政視察を

予定してます。委員の皆様からいただいた質問を合

わせて、別紙のとおり質問事項をまとめさせていた

だきました。行程や詳細は、後日、事務局からメー

ルにて発信、連絡させていただく予定でございます

ので、またご確認をいただけたらというふうに思い

ますが、特に管外行政視察、ございませんでしょう

かね。今、島根県というご意見ありましたが、両日
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とも鳥取県でございますので。よろしいですか。米

子市のほうで１泊をさせていただいて、日程的には

緩やかな日程で進めさせていただこうと思ってお

りますので。 

 それで、特になければ、（４）その他についてで

す。 

 この際、何かご意見等ありましたら。 

 ないようですので、以上をもちまして委員会を閉

会いたします。お疲れさまでした。 

午前１０時２０分閉会 

──────────────────── 

 


